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㊀ 幸稲荷神社 （さいわいいなりじんじゃ） 

 

江戸時代から続く神社で、京都伏見稲荷大社から勧請した。古くは目抜き通りに鎮座

 

銀座八丁の神社めぐりの図 

銀座一丁目 

令和５年７月２２日参考 
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し、その付近で太刀の市が立ったことから、太刀売稲荷と呼ばれたこともある。 

御祭神は宇迦之御魂神で、商売繁盛・家内安全・縁結びなどにご利益がある 

（銀座 1-5-14） 

 

㊁ 銀座稲荷神社 （ぎんざいなりじんじゃ） 

 

江戸時代より、銀座のお稲荷さんとして、火防・盗難除け・商売繫盛に信仰を集めて

きた。当初は銀盛堂の裏通りにあったが、土地開発が進んだため、越後屋ビル内に移設

した。現在は銀座トレシャスの屋上に祀られており、通常は非公開。毎年午の日に大祭

を行っており、多くの参拝者が訪れる。 

（銀座 2-6-5 銀座トレシャス屋上） 

 

㊂ 龍光不動尊 （りゅうこうふどうそん） 

 

昭和４年（1929）、鎌倉時代の名匠による尊像を高野山龍光院から遷座して迎えた。

願望成就・家庭円満・商売繁盛などにご利益があるといわれる。 

また、「龍光」が「流行」に通ずることから、ファッション関係者も多く参詣する。 

（銀座 3-6-1 松屋銀座本店屋上） 

㊃ 朝日稲荷神社 （あさひいなりじんじゃ） 

 

 古くからこの地に鎮座し、守護神として信奉されてきた。昭和５８年（1983）、共

同ビルの建築が企画され、１・２階の一部を吹き抜け拝殿とし、本殿を屋上に安置し

た。拝殿と本殿はパイプでつながっており、拝殿での参拝が本殿に届くように工夫さ

れている。商売繫盛・家内安全・開運・厄除・願望成就に霊験あらたかな神社で、毎

年２月には、二の午の祭事が盛大に行われている。（銀座 3-8-12 大広朝日ビル） 

 

㊄ 歌舞伎稲荷大明神 （かぶきいなりだいみょうじん） 

 

劇場や興行の無事、近隣安寧の守護として祀られている稲荷大明神。かっては劇場内

に鎮座していたが、平成２５年（2013）の新開場に合わせ晴海通り沿いに遷座され、

誰でもお参りができるようになった。初日と千秋楽には「奉告祭」が執り行われる。 

（銀座 4-12-15 歌舞伎座正面東口） 

 

㊅ 銀座出世地蔵尊 （ぎんざしゅっせじぞうそん） 

 

出世地蔵の由来は不明な点が多いが、一説によると明治初期、三十間堀護岸工事の際

に、地中から掘り出され「世に出た」ことから名称がついたともいわれる。 

現在は三越銀座店９階銀座テラスの六角堂内に安置されている。縁日は開催されていな

いが、毎年１０月には「銀座八丁神社めぐり」が行われ、大勢の人がこの地蔵尊に詣で

る。               （銀座 4-6-16 三越銀座店９F 銀座テラス） 

 

㊆ 宝童稲荷神社 （ほうどういなりじんじゃ） 

 

将軍の子息の早世を防ぐために祀られた神社で、福禄寿を祀る。かっては江戸城の中
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にあったが、この場所に勧請して鎮座したといわれる。健やかな子どもの成育にご利益

があると伝わる子育て稲荷。                  （銀座 4-3-14） 

  

㊇ あづま稲荷神社 （あづまいなりじんじゃ） 

  

戦後、京都伏見稲荷大社から分霊して祀った神社。当時、あづま通りや三原小路では、

たびたび火災が起こっていたが、お祀りして以降は不思議と出なくなったといわれる。

毎年２月の最初の午の日には大祭を行い、まちの発展と火防・盗難守護を祈願している。 

（銀座 5-9-19） 

 

㊈ 靍護稲荷神社 （かくごいなりじんじゃ） 

 

文化１２年（1812）、京都伏見稲荷大社から勧請して祀った神社。根岸（現在の荒

川区東日暮里）にあり、白狐が持ってきた豊川稲荷大明神尊像を祀っていると伝わる。

関東大震災時には日暮里方面を大火から町内を守ったという言い伝えがある。 

かってこの地にあった銀座初の百貨店として開業した松坂屋銀座店が、昭和４年

（1929）、東日暮里にあった靍護稲荷神社の神霊を分祀したもの。 

（銀座 6-10-1） 

 

㊉ 熊谷稲荷神社 （くまがいいなりじんじゃ） 

 

源平合戦で活躍した熊谷直実に由来し、数百年の長きにわたり、この地に鎮座してい

る。「も組」の頭・竹本金太郎により戦火を逃れ、防火・開運・商売繫盛の神様として

親しまれている。 

（銀座 7-12-9） 

 

⓫ 豊岩稲荷神社 （とよいわいなりじんじゃ） 

 

創立年不詳。昭和３年（1928）から日枝神社の神職により祭祀が行われている。現

在の社殿は平成５年（1993）に造営されたもので、建物の間にひっそりと建つ。昭和

初期から芸能関係者の崇敬が篤く、また縁結びの神社としても親しまれている。 

（銀座 7-8-14） 

 

⓬ 成功稲荷神社 （せいこういなりじんじゃ） 

 

満金龍神成功稲荷神社（まんきんりゅうじんせいこういなりじんじゃ）を祀る神社。

昭和２年（1927）、資生堂の初代社長が豊川稲荷から勧請したのがはじまりといわれ

ている。多くの人が商売繁盛や事業成功の祈願に訪れる。資生堂旧本社屋上に鎮座し、

通常は非公開となっている。 

（銀座 7-5-5 資生堂旧本社ビル屋上） 
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